
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3．近代まで続く観相の世界 

①            ③          ④     

 
大正５年(1916)１月５日に丙

へい

馬
ば

出版社より刊行された『妖怪叢書第四編 迷信解』の影印
えいいん

復刻本である。こ

れ以前に、明治 37 年(1904)９月 10 日哲学館
てつがくかん

より初版発行された『妖怪叢書第四編 迷信解』がある。本書の

中で井上円了は、人の外貌
がいぼう

から運不運吉凶を占う「人相」術を、道理に合わないものとして批判している。（こ

の項、高野純子執筆） 

① 『井上
いのうえ

円
えん

了
りよう

 新編
しんぺん

 妖怪
ようかい

叢書
そうしよ

３ 迷信
めいしん

解
かい

』  (国文学研究資料館 ム 8-34-3) 

 
日用
にちよう

の百科全書ともいえた大雑書
おおざっしょ

は、息長く明治・大正・昭和まで刊行され、一家・一村の智恵袋的存在で

あった。この種の典籍の存在は、台湾・中国などの東アジア全体に広く確認される。そして、現代でも新聞・

雑誌に占いが必須であるように、人相占をはじめとする占いコーナーは欠かせない人気の記事であった。残存

する典籍の占いコーナーの部分には、手
て

垢
あか

・手ずれの跡が多く確認されている。 

③ 永代
えいだい

節用
せつよう

無尽蔵
むじんぞう

 / 河辺桑揚
か わべ そうよ う

、堀源入
ほりげんにゅう

斎
さい

、堀
ほり

原甫
げ ん ぽ

 (国文学研究資料館蔵 マ 3-95-1～2) 

『
永
代
節
用
無
尽
蔵
』 

② 『井上
いのうえ

円
えん

了
りよう

 新編
しんぺん

 妖怪
ようかい

叢書
そうしよ

４･５』  (国文学研究資料館 ム 8-34-4～5) 
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撰者
せんじゃ

の平
ひら

沢
さわ

白
はく

翁
おう

は江戸時代後期の易
えき

学者
がくしゃ

で大坂の人。嘉
か

永
えい

4 年(1851)の「人相千百年眼」ほかに「宅
たく

方
ほう

明
めい

鑒
かん

」

「家
か

相
そう

千
せん

百
ひやく

年
ねん

眼
がん

」などがあるが、本書は、近代に入っても版を重ねた。本書だけに限ったことではないが、臍
へそ

や尻、性器に至るまで細かな部位にわたる相をわかりやすく説く。 

④ 人
にん

相
そう

千
せん

百
ひやく

年
ねん

眼
がん

 / 平沢
ひらさわ

白
はく

翁
おう

 (国文学研究資料館蔵 ヤ 5-489-1～5) 

 

『
人
相
千
百
年
眼
』 

巻
之
三 

12
ウ
～
13
オ 

腹
の
相(

垂
れ
た
腹
は

福
相)

、
乳
の
相
を
述
べ
る
。 

『
人
相
千
百
年
眼
』 

巻
之
一 

16
ウ
～
17
オ 

目
の
相
を
述
べ
る
。 

忍
者
マ
ン
ガ
『N

AR
U
T
O

』
の
「
写
輪
眼
」
は
「
車
輪
眼
」
か
ら
来
た
? 

 


